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○
医
療
機
関
同
士
で
診
療
情
報
を

　共
有
で
き
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

　
病
院
や
診
療
所
な
ど
の
間
で
、
患
者
の

同
意
を
得
た
診
療
情
報
を
電
子
デ
ー
タ
で

共
有
で
き
る
シ
ス
テ
ム
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

構
築
し
、
現
在
西
胆
振
地
域
の
40
以
上
の

医
療
機
関
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

　
電
子
デ
ー
タ
の
共
有
に
よ
り
、
転
院
な

ど
の
場
合
で
も
、
継
続
性
の
あ
る
適
正
な

医
療
を
提
供
で
き
、
ま
た
、
患
者
や
医
療

従
事
者
の
煩
雑
な
手
続
き
の
省
力
化
が
図

ら
れ
て
い
ま
す
。

○
防
災
協
定
の
締
結

　
大
規
模
災
害
や
有
珠
山
噴
火
に
備
え
、

物
資
の
提
供
や
職
員
派
遣
、
被
災
者
の
受

け
入
れ
な
ど
、
西
胆
振
６
市
町
が
相
互
に

連
携
し
支
援
協
力
す
る
協
定
を
結
び
、
防

災
体
制
の
充
実
強
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

○
西
い
ぶ
り
生
活
情
報

　メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス

　
災
害
や
火
災
な
ど
の
防
災
情
報
、
振
り

込
め
詐
欺
の
注
意
喚
起
な
ど
の
消
費
者
情

報
、
不
審
者
情
報
な
ど
安
全
安
心
に
関
わ

　人口減少が進むなかで、１つの市や町が、暮らしに必要
なあらゆる機能を整備するには多くの課題があります。そ
こで、近隣のまちと相互に協力し、圏域として、住民サー
ビスの向上や地域の活性化、負担の軽減や効率化を目指す
「広域連携」が求められています。
　室蘭市・登別市・伊達市・豊浦町・壮瞥町・洞爺湖町の
西胆振６市町では、平成22年に「西いぶり定住自立圏」の
協定を結び、多くの分野で連携し、住民の安全安心な暮ら
しとサービス向上に向けたさまざまな取り組みを行ってき
ました。

　
定
住
自
立
圏
を
形
成
し
た
平
成
22
年
に

約
20
万
人
い
た
人
口
は
、
平
成
27
年
に
は

約
19
万
人
に
な
り
、
今
後
も
減
少
が
続
く

こ
と
が
見
込
ま
れ
ま
す
。（
図
１
）

　
人
口
減
少
を
抑
制
し
、
将
来
に
わ
た
っ

て
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
を
実
現
す
る

た
め
に
は
、
さ
ら
な
る
連
携
強
化
が
必
要

で
あ
り
、
今
年
３
月
に
は
新
た
に
取
り
組

む
分
野
を
追
加
す
る
な
ど
の
協
定
の
変
更

を
行
い
ま
し
た
。

　
今
後
、
新
た
に
連
携
し
て
い
く
取
り
組

み
を
紹
介
し
ま
す
。

○
が
ん
対
策
の
推
進

　
室
蘭
市
と
伊
達
市
で
は
、
が
ん
対
策
推

進
条
例
が
制
定
さ
れ
、
市
内
で
も
市
や
医

療
機
関
、報
道
機
関
な
ど
が
参
加
す
る「
室

蘭
が
ん
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
発
足
す
る
な
ど
、

が
ん
対
策
へ
の
機
運
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
充
実
し
た
医
療
資
源
を
生
か
し
、
が
ん

の
予
防
や
早
期
発
見
・
早
期
治
療
に
向
け

て
、
各
種
検
診
の
充
実
や
普
及
啓
発
事
業

な
ど
の
実
施
に
よ
り
、
住
民
の
健
康
寿
命

の
延
伸
を
目
指
し
ま
す
。

　○
成
年
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー
の
共
同
運
営

　
こ
れ
ま
で
室
蘭
市
が
単
独
で
運
営
し
て

医
 
療

Ｉ
Ｃ
Ｔ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

住
民
交
流
・
移
住
促
進

産
業
振
興

防
 
災

保
 
健

福
 
祉

る
情
報
の
ほ
か
、
イ
ベ
ン
ト
や
催
事
、
子

育
て
情
報
な
ど
、
暮
ら
し
に
密
着
し
た
情

報
の
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
を
６
市
町
が

共
同
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

○
図
書
館
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
サ
ー
ビ
ス

　
室
蘭
市
・
登
別
市
・
伊
達
市
の
図
書
館

で
は
、
図
書
情
報
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
に

よ
り
、
各
市
の
利
用
者
カ
ー
ド
で
3
市
が

所
蔵
す
る
図
書
を
借
り
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。ま
た
、借
り
た
図
書
は
3
市
の
図
書
館

の
ど
こ
で
も
返
却
す
る
こ
と
が
で
き
、
住

民
の
利
便
性
の

向
上
に
つ
な
が
っ

て
い
ま
す
。

　消
費
生
活
サ
ポ
ー
ト
情
報

　ぼ
う
さ
い
西
い
ぶ
り
情
報
メ
ー
ル

　に
し
い
ぶ
り
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
情
報

　西
い
ぶ
り
お
で
か
け
ガ
イ
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　な
ど

※

登
録
方
法
な
ど
の

　詳
細
は
、
市
ホ
ー

　ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご

　覧
く
だ
さ
い
。

い
た
成
年
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
今
年

か
ら
伊
達
市
を
除
く
２
市
３
町
共
同
で
運

営
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
成
年
後
見
制
度
の
周
知
や
市
民
後
見
人

養
成
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
を
行
う
な
ど
、

西
胆
振
全
体
で
高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る

人
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
を

進
め
ま
す
。

○
担
い
手
・
人
材
確
保
の
取
り
組
み

　
西
胆
振
地
域
は
、
一
次
産
業
か
ら
も
の

づ
く
り
・
観
光
ま
で
幅
広
い
産
業
を
有
し

て
い
ま
す
が
、
地
域
企
業
の
人
材
不
足
と

い
う
共
通
の
課
題
が
あ
り
ま
す
。

　
３
市
が
連
携
し
高
校
生
の
地
元
就
職
促

進
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
う
ほ
か
、
こ

れ
ま
で
室
蘭
市
が
単
独
で
実
施
し
て
い
た

札
幌
で
の
企
業
説
明
会
「
U
I
J
タ
ー
ン

適
職
フ
ェ
ア
」
も
、
今
年
か
ら
参
加
企
業

を
近
隣
の
ま
ち
に
も
拡
大
す
る
な
ど
、
圏

域
全
体
で
産
業
の
担
い
手
・
人
材
確
保
に

取
り
組
み
ま
す
。

○
地
域
企
業
の

　販
路
拡
大
支
援
の
取
り
組
み

　
全
国
的
に
知
ら
れ
て
い
な
い
優
れ
た
特

産
品
を
個
別
で
P
R
す
る
だ
け
で
は
な
く
、

バ
ラ
エ
テ
ィ
豊
か
な
西
胆
振
地
域
の
特
産

品
と
し
て
発
信
す
る
こ
と
で
、
さ
ら
な
る

魅
力
ア
ッ
プ
に
つ
な
げ
ま
す
。

　
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
活
用
や

全
国
各
地
の
商
談
会
へ
の
出
展
な
ど
、
地

元
企
業
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
西
胆
振
全
体
で

支
援
す
る
こ
と
で
、
発
信
力
を
強
化
し
販

路
拡
大
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

○ 

「
生
涯
活
躍
の
ま
ち
構
想
」
を
通
じ
た

　多
世
代
の
移
住
促
進
の
取
り
組
み

　
西
胆
振
地
域
は
、
医
療
・
介
護
が
整
っ

て
い
る
移
住
候
補
地
と
し
て
、
全
国
的
に

高
い
評
価
を
受
け
て
い
ま
す
。
元
気
な
高

齢
者
（
ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
）
を
は
じ
め

と
す
る
多
世
代
の
移
住
促
進
に
つ
な
げ
る

た
め
、
「
日
本
版
C
C
R
C
・
生
涯
活
躍

の
ま
ち
構
想
」
に
圏
域
全
体
で
取
り
組
み

ま
す
。

　
5
月
に
は
、
６
市
町
に
よ
る
「
西
い
ぶ

り
生
涯
活
躍
の
ま
ち
構
想
推
進
協
議
会
」

が
発
足
し
、
地
域
の
特
性
を
活
か
し
た
構

想
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

　西
い
ぶ
り
定
住
自
立
圏
構
想
の
詳

細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
い
ま
す
。

　

http://w
w
w
.city.m

uroran.
lg.jp/m

ain/org2
2
0
0
/

kouiki.htm
l/

《
詳
細
》企
画
課 

☎
25-

2
1
8
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主
な
メ
ー
ル
配
信
情
報

定住自立圏とは…？

　医療や商業など一定の都市機能を有する
「中心市（＝室蘭市）」が近隣の市町と協定を結
び、連携と役割分担のもと、「定住」に必要な生
活機能を確保し、「自立」に向けて経済基盤を
強化する取り組みを行い、圏域として魅力あ
ふれる地域の形成を目指すものです。
　平成28年4月現在、全国で108、道内では12の
圏域で、定住自立圏が形成されています。

主
な
取
り
組
み

新
た
な
取
り
組
み

▲市立室蘭図書館の利用者カード
「よむ・よむカード」

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
と
は…

？

　
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
、も
し
く

は
ア
イ
デ
ア
の
実
現
な
ど
の「
あ
る
目

的
」の
た
め
に
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

通
じ
て
不
特
定
多
数
の
人
か
ら
資
金

の
出
資
や
協
力
を
募
る
手
法
で
す
。

西胆振
  6 市町 の取り組み定住自立圏

図１．西胆振地域の総人口の将来展望
出典：国勢調査、各市町人口ビジョン
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り
を

進
め
ま
す
。

○
担
い
手
・
人
材
確
保
の
取
り
組
み

　
西
胆
振
地
域
は
、
一
次
産
業
か
ら
も
の

づ
く
り
・
観
光
ま
で
幅
広
い
産
業
を
有
し

て
い
ま
す
が
、
地
域
企
業
の
人
材
不
足
と

い
う
共
通
の
課
題
が
あ
り
ま
す
。

　
３
市
が
連
携
し
高
校
生
の
地
元
就
職
促

進
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
う
ほ
か
、
こ

れ
ま
で
室
蘭
市
が
単
独
で
実
施
し
て
い
た

札
幌
で
の
企
業
説
明
会
「
U
I
J
タ
ー
ン

適
職
フ
ェ
ア
」
も
、
今
年
か
ら
参
加
企
業

を
近
隣
の
ま
ち
に
も
拡
大
す
る
な
ど
、
圏

域
全
体
で
産
業
の
担
い
手
・
人
材
確
保
に

取
り
組
み
ま
す
。

○
地
域
企
業
の

　販
路
拡
大
支
援
の
取
り
組
み

　
全
国
的
に
知
ら
れ
て
い
な
い
優
れ
た
特

産
品
を
個
別
で
P
R
す
る
だ
け
で
は
な
く
、

バ
ラ
エ
テ
ィ
豊
か
な
西
胆
振
地
域
の
特
産

品
と
し
て
発
信
す
る
こ
と
で
、
さ
ら
な
る

魅
力
ア
ッ
プ
に
つ
な
げ
ま
す
。

　
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
活
用
や

全
国
各
地
の
商
談
会
へ
の
出
展
な
ど
、
地

元
企
業
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
西
胆
振
全
体
で

支
援
す
る
こ
と
で
、
発
信
力
を
強
化
し
販

路
拡
大
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

○ 

「
生
涯
活
躍
の
ま
ち
構
想
」
を
通
じ
た

　多
世
代
の
移
住
促
進
の
取
り
組
み

　
西
胆
振
地
域
は
、
医
療
・
介
護
が
整
っ

て
い
る
移
住
候
補
地
と
し
て
、
全
国
的
に

高
い
評
価
を
受
け
て
い
ま
す
。
元
気
な
高

齢
者
（
ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
）
を
は
じ
め

と
す
る
多
世
代
の
移
住
促
進
に
つ
な
げ
る

た
め
、
「
日
本
版
C
C
R
C
・
生
涯
活
躍

の
ま
ち
構
想
」
に
圏
域
全
体
で
取
り
組
み

ま
す
。

　
5
月
に
は
、
６
市
町
に
よ
る
「
西
い
ぶ

り
生
涯
活
躍
の
ま
ち
構
想
推
進
協
議
会
」

が
発
足
し
、
地
域
の
特
性
を
活
か
し
た
構

想
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

　西
い
ぶ
り
定
住
自
立
圏
構
想
の
詳

細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
い
ま
す
。

　

http://w
w
w
.city.m

uroran.
lg.jp/m

ain/org2
2
0
0
/

kouiki.htm
l/

《
詳
細
》企
画
課 

☎
25-

2
1
8
1

主
な
メ
ー
ル
配
信
情
報

定住自立圏とは…？

　医療や商業など一定の都市機能を有する
「中心市（＝室蘭市）」が近隣の市町と協定を結
び、連携と役割分担のもと、「定住」に必要な生
活機能を確保し、「自立」に向けて経済基盤を
強化する取り組みを行い、圏域として魅力あ
ふれる地域の形成を目指すものです。
　平成28年4月現在、全国で108、道内では12の
圏域で、定住自立圏が形成されています。

主
な
取
り
組
み

新
た
な
取
り
組
み

▲市立室蘭図書館の利用者カード
「よむ・よむカード」

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
と
は…

？

　
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
、も
し
く

は
ア
イ
デ
ア
の
実
現
な
ど
の「
あ
る
目

的
」の
た
め
に
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

通
じ
て
不
特
定
多
数
の
人
か
ら
資
金

の
出
資
や
協
力
を
募
る
手
法
で
す
。

西胆振
  6 市町 の取り組み定住自立圏

図１．西胆振地域の総人口の将来展望
出典：国勢調査、各市町人口ビジョン

平成7 平成12 平成17 平成22 平成27 平成32 平成52（年）… … …
140,000

160,000

180,000

200,000

220,000

240,000
（人）

226,097

214,834
208,160

200,200

189,798
183,738

149,764

助け合いで　便利な暮らし


